学習シート「論語」②
三年（　　）組（　　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　　）

学習のめあて　　◎　人間の生き方についての孔子の考え方を、自分たちの生活と関連付けて考える。
☆本日のテーマ『「論語」の内容を知り、「孔子」の伝えようとしていることを想像しよう。』
一　教科書（P33～34）の各漢文を、五分間、音読しよう。どこまで暗唱できているか確かめよう。
二　教科書（P33～34）の「子曰はく、「故きを温めて～」」以降の漢文について、教科書の注を参考にして現代語訳してみよう。
	子曰はく、「故きを温めて～」・・・


	子曰はく、「学びて思はざれば～」・・・


	子曰はく、「これを知る者は～」・・・



三　四つの漢文それぞれについて、現代に生活するわたしたちに、似たような状況を考えてみよう。
	順番
	現代で似たような例

	「学びて時に～」
	　

	「故きを温めて～」
	　

	「学びて思はざれば～」
	　

	「これを知る者は～」
	　


四　ここまで「論語」を読んできて、学問について「孔子」がどのようなことを考えているか、自分なりに感じたことを書いてみよう。
	　


【発展課題】　余力があったらやってみよう。
☆　国語便覧などを参考に、他の「論語」にどんなものがあるか調べてみよう。学問以外の内容もありますよ。
	


まとめ　　◎　「孔子」がどのようなことを考えているか、想像することができましたか？
【考え方の例】
二　「故きを温めて～」…先生がおっしゃった。「過去からの学問を繰り返し学んで習熟し、新しい知識を発見できるようになれば、人に教えることができるようになるものだ」と。　「学びて思はざれば～」…先生がおっしゃった。「本や他から学ぶばかりで自分で考えなければ、ものごとを正しく理解することができない。自分で考えるばかりで、他から学ばなければ、独断におちいり危険である」と。　「これを知る者は～」…先生がおっしゃった。「何かについて知っているだけでは、そのことを好んでいることに及ばない。何かを好んでいることは、そのことを楽しむことに及ばない」と。　三　「学びて時に～」…学校で習った英語で、街で外国人と簡単な会話ができたとき、うれしくなった。テストで頑張ったが、親に認められなかった時、思わず腹が立ったが、それではだめだ。　「故きを温めて～」…学校で習ったことを生かしたことに加えて、自分で考えて夏休みの自由研究をやったら、賞を取ることができた。　「学びて思はざれば～」…授業で聞いたことを覚えただけでは、テストの点がとれなかった。自分で勝手に考えてトレーニングしたら、ケガしてしまった。　「これを知る者は～」…ただ勉強しているだけの人より、それを好きな人の方がよくできる。それを好きなだけの人より、楽しんで工夫して勉強している人の方がさらによくできる。　四　学問は、自分から進んで取り組むべきである。学問を深めることで、人間としても成長していくことが大切である
学習シート「熟語の読み方」
三年（　　）組（　　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　　）

学習のめあて　　◎　熟語の構成を知り、それぞれの熟語の読み方の原則を理解しよう。
◎　教科書P41・42を読み、プリントに取り組みましょう。
一　漢字の読み方には「音」と「訓」があります。
では、なぜ漢字には、「音読み」と「訓読み」があるのでしょう。それぞれが生まれた由来を調べましょう。インターネットや辞書で「音読み」「音読みの由来」などと検索すると調べられますよ。
	音
	

	訓
	


【たとえば・・・】
	音読み「先週の日曜、家族で『サン』に行ったんだ！」　・・・（え、何言ってんの？？？）

訓読み「先週の日曜、家族で『やま』に行ったんだ！」　・・・（あ、そういうことか！！！）
日本人には漢字の音読みでは、『山』のこととは伝わりにくいですね！


二　熟語には、二字、三字、四字・・・とさまざまありますが、ここでは二字熟語について考えます。
	Ａ【音読み】＋【音読み】　　Ｂ【訓読み】＋【訓読み】　　Ｃ【音読み】＋【訓読み】　　Ｄ【訓読み】＋【音読み】


　　二字熟語では、この四つの組み合わせが考えられますが、ほとんどがＡかＢの読み方になります。
　　では、ＣとＤの読み方の「名称」を調べ、さらに、それぞれで「上」という漢字を使った例を考えよう。「上」は熟語の最初の文字になっても二番目の文字に使われていても構いません。

	パターン
	名称
	「上」を使った例

	Ｃ
	（　　　　　　　　　）読み
	

	Ｄ
	（　　　　　　　　　）読み
	


【おまけ】
	Ｃ・Ｄの名称の由来は、それぞれ【名称になっている熟語の読み方】に関係しているよ。
Ｃ・Ｄの名称は、Ａ～Ｄのどのパターンになるかな・・・？


三　例えば、「小豆（あずき）」という熟語。これは
「小（あ）＋豆（ずき）」？　　「小（あず）＋豆（き）」？
　どちらの読み方をすればよいのでしょう？　正解は、
　　　　　「小豆（あずき）」！

　です。つまり、「分けて読むことのできない熟語」が存在するのです。
　　では、そのような「熟語をひとつのまとまりとして読む読み方」の「名称」を調べ、「三文字のまとまりの例」、「四文字のまとまりの例」をあげてみよう。
	名　称
	

	三文字の例
	

	四文字の例
	


【発展課題】　余力があったらやってみよう。
☆　「【音読み】＋【音読み】」の熟語と「【訓読み】＋【訓読み】」の熟語には、それぞれどのような言葉が多いか、自分なりに考えてみよう。
　　例えば「難しい言葉　↔　やさしい言葉」、「音だけで意味が分かる言葉　↔　音だけで意味が分かりにくい言葉」など。いろいろな基準で考え、なぜそうなるのか、自分なりの理由もあげてみよう。
	


まとめ　　◎　熟語の構成と、特殊な漢字の読み方について理解しましたか？
【考え方の例】
一　【音】漢字が中国から日本に伝わった時に一緒に伝わった、中国式の漢字の読み方。当時の日本人は、漢字の読み方から、漢字の表す意味を理解できなかった。種類があるのは、中国でも時代によって漢字の読み方が変わっていたから。　　【訓】漢字が日本に伝わった後で、漢字から日本語の意味をイメージしやすいように、日本人が加えた日本式の漢字の読み方。　　二　Ｃ【名称】重箱　【例】上玉（ジョウだま）・上物（ジョウもの）　Ｄ【名称】湯桶　【例】上役（うわヤク）・上絵（うわエ）　　三【名称】熟字訓（じゅくじくん）　【三文字の例】明後日（あさって）・一昨日（おととい）・五月雨（さみだれ）・百舌鳥（もず）　【四文字の例】明明後日（しあさって）・一昨昨日（さきおととい）

